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（参考コラム）「パターン・ランゲージ」とは 
 
「アジア・イノベーション創造実践のヒント 24”」は、「パターン・ランゲージ」の手法を用いて暗黙知を形式知
化した。本コラムでは、パターン・ランゲージの手法・特徴を紹介する。 
 
 
パターン・ランゲージとは  引用元：「対話のことば」（井庭崇、長井雅史 p89,90） 
 
 
パターン・ランゲージは、良い実践の秘訣を共有するための方法です。成功している事例やその道の熟練
者に繰り返し見られる「パターン」を抽出し、抽象化を経て言語（ランゲージ）化しています。そういった成
功の“秘訣”ともいうべきものは、「実践知」「センス」「コツ」などといわれますが、なかなか他の人には共有し
にくいものになっています。パターン・ランゲージは、それを言葉として表現することによって、秘訣をもつ個人
が、どのような視点でどのようなことを考えて、何をしているのかを他の人と共有可能にします。 
 
「パターン」は、いわば型のようなものをもっており、決まったルールで書かれています。どのパターンも、ある
「状況」(context)において生じる「問題」(problem)と、その「解決」(solution)方法がセットになって記
述され、それに「名前」（パターン名）がつけられています。このように一定の記述形式で秘訣を記すことに
よって、「名前」（パターン名）に多くの意味が含まれ、それが共通で認識され、「言葉」として機能するよ
うになっています。 
 
パターン・ランゲージのよい点は？ 
 
１．経験の交換・蓄積 
 
「言葉」として対話のなかで使うことで、「秘訣」を共有できます。 
 
 他人の成功体験を聴いても、その本質をつかむことは容易ではありません。それは、話す側も自分の成
功の本質を捉えて、それがスムーズに伝わるように話を構成するのが難しいということの裏返しでもありま
す。 
 
 ですが、パターン・ランゲージを介して対話することで、“今の対話で共有すべき成功の本質“を両者がとも
に理解しながら体験談を話し・聴くことができるようになります。個人の経験が成功の本質に沿ったかたちで
効果的に引き出され、他の人に伝わるのです。聴いた人も、本質と、話者の状況ならではの具体的な詳
細を分けて理解することができるため、本質を自分の状況に当てはめて取り入れることができるようになりま
す。 
 
２．認識のメガネ 
 
「言葉」がなければ見えない現象を認識できるようになります。 
 
「机」という言葉がなければ、「机」について語り合うことはできません。自分はどんな「机」がほしいのか、
「机」をどう改善したいのか…なども、他者と話し合うことはできません。このように、あるものを共通概念とし
て認識することは難しいものになっています。 
 
 同様に、秘訣にも名前がなければ、それを認識し、他人に伝授したり、よりよくするために話し合ったりす
ることができません。パターン・ランゲージは、秘訣に名前を付けることで、人々がそれらを認識することをサポ
ートします。 



 パターン・ランゲージは「認識のメガネ」と呼ばれます。言語を通じて秘訣を認識していることで、上手な人
がなぜ上手なのかを読み解き、理解することができるようになります。 
 
３．経験の連続性 
 
自分の経験を活かしつつ、他の人の成功の経験則を取り入れることで、その人らしさを肯定しながら成長
することを促します。 
 
 成長するには、よいやり方を学んでいく必要がありますが、自分の状況や環境、個性などに合わせなが
ら、他者の秘訣を取り入れていくのはなかなか難しいことです。パターン・ランゲージは、よい活動の「質」
（quality、よさ）を構成する要素を細かく分けて、手軽に扱える大きさにしています。また、具体的にどう
行動するかを自分に合わせて考える余地を残し、抽象的に記述することで、個々人が過去の成功パター
ンを取り入れやすくなるようにつくられています。 
 
 自分のやり方をやめて他の人のやり方をまねするのではなく、いまの自分に成功の秘訣を取り入れていく
ことで、自分のよさ・らしさを保ちながら、変化・成長していくことができます。このように、パターン・ランゲージ
では、自分の過去の経験の上に、成功した他者の秘訣を乗せていくことで「経験の連続性」を実現するこ
とができます。 
 
パターン・ランゲージってどういった方法なの？ 
 
パターン・ランゲージは、もともと 1970 年代に建築家クリストファー・アレクザンダーが住民参加のまちづくり
のために提唱した知識記述の方法です。アレグザンダーは、町や建物に繰り返し現れる関係性を「パター
ン」と呼び、それを「ランゲージ」（言語）として共有する方法を考案しました。彼が目指したのは、誰もが
デザインのプロセスに参加できる方法でした。町や建物をつくるのは建築家ですが、実際に住み、アレンジし
ながら育てていくのは住民であるためです。 
 
 建築分野で発展したパターン・ランゲージは、1990 年代にはソフトウェアの分野に取り入れられるように
なり、多くのパターン・ランゲージがつくられるようになりました。その後、2000 年に入り、人間の行為の秘訣
を記述することに応用されるようになってきています。本冊子で紹介する「未来の自分をつくる場所」は「パ
ターン・ランゲージ 3.0」と呼ばれる、この第 3 世代のパターン・ランゲージのひとつです。 
 
 
マニュアルとどう違うの？ 
 
現在、多くの領域では、理念とマニュアル（行動指示）の間をつなぐ言葉がありません。このつながりは、そ
の文化に長くいる者には見え、体現できるものの、経験の浅い人には大変難しく、理念に則った日々の行
動を行うことはなかなかできません。 
 
 パターン・ランゲージは、理念とマニュアルの「中空」を結ぶ「言葉たち」です。理念に結びつきながら、具体
的な行動の手順は示しません。指示された手順通りに実行すれば必ず成功するというようなものではなく、
活動の「指針」が少し抽象的に示されています。それにより、どのように行動することで理念に則ったよい
「質」を体現していけるのかを自分で考えることができるようになっています。 
 



            

 

 
  

 



 

 

                                                                      

 

 

 



 

 
 
 

                                                              

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 
                                                              

 

 



 


